
分界チューブ

継足フック

継足フック
引込用フック
　　　φ=6

フック取付ねじ

本線用低圧ピンがいし

本線用
低圧引留がいし（白）

低圧引込ヒューズ
または安全キャッチ（22mm2以上）

コンクリート柱（木柱もこれに準ずる）

低圧用ラック

多溝がいし

多溝がいし

低圧引留がいし（青）

動力引込線
動力引込線

中ストラップ
12㎝ボルト

電灯引込線
電灯引込線

分界チューブ

フック取付ネジ

低圧用ラック

鉄筋に細線でしばり付ける。

多溝碍子
壁

30

分界チューブ

引込口配線

13mmφで10㎝以上の

ボルトとする。

DV電線

分界チューブ

フック取付ネジ（足長）

（②図モルタル壁の場合の工事）

単位：mm
̶ 92 ̶

低圧碍子の工事例

平型碍子の工事

多溝碍子の工事

（注）平型碍子が造営材と接
　　　触して破損することの
　　　ないようにすること。

●モルタルの場合は必要に応じ足長ネジ釘を
　使用すること。
●軒が深い場合等の施工は第
　②図による。

●コンクリート壁の場合は第③図の多溝碍子の方法による。

（①図普通木材壁の場合の工事）

（③コンクリート壁の場合の工事）

（注）造営材が木の場合は柱等を選び、ラック止用ねじ釘で取付ける。

多溝碍子の工事

フックの工事

（DV線太さが14mm2以上の電線に適用する。）

（注）多溝碍子が45㎝ボルトに入らない場合は次による。
　　○バンドでラックを別に取り付ける。

継足フックは、引込線が図のように軒先に接触す
るおそれがあるようなときに接触を避けるために
用いる。ただし、2本以上接続してはならない。



電圧区分用標示テープ（白）

分界チューブ

ステンレス製
自在バンド

ステンレス製自在バンド

ラックまたはフックネジ

電圧区分用標示テープ（白）

電圧区分用
標示テープ（白）

電圧区分用標示テープ（白）

単位：mm
̶ 93 ̶

低圧碍子の工事例

（1）電柱と家屋取付点との距離が
　　　1m以下の場合

（2）電柱と家屋取付点との距離が
　　　1m以上の場合

SVケーブルによる引下引込線工事

（鋼より線の端末に接続する）

接地線の接続は38㎜2ボル
コンを使用する。ボルコンカ
バーは使用しない。

ステンレス製
自在バンド

接地線（IV2.6㎜）

低圧引留がいし（青）

ラック止用ネジ釘

分界チューブ

必ず適当な
弛みを入れる

地上高を確保できる
位置とする

鋼より線30㎜

低圧引込ヒューズまたは安全キャッチ

（ハーフラップで100㎜程度）

（ハーフラップで
　100㎜程度）

振れ止め
バインド

電圧区分用
標示テープ（白）

電圧区分用
標示テープ（白）

3 回捻る

5 回巻
3 回巻

ビニールバインド線
（メッセンジャーのみ）

（メッセンジャーと一緒）


